
  

【
作
者
】
菊
池
三
渓 

（
一
八
一
九
～
一
八
九
一
年
）
（
文
政
二
年
～
明
治
二
十
四
年
）
幕
末-

明
治
時
代
の
漢
学
者
。
紀
伊(

き
い)(

和
歌
山
県)

の
人
。
安
積
艮
斎(

あ
さ
か-

ご
ん
さ
い)

に
ま
な
ぶ
。
江
戸
の
和
歌
山
藩
校
明
教
館
の
教
授
を
へ
て
幕
府
儒
官
と
な
り,

将
軍
徳
川
家
茂(

い
え
も
ち)

に
つ
か
え
る
。
明
治
の
は
じ
め
「
大
日
本
野
史
」

の
校
訂
に
あ
た
っ
た
。
明
治
二
十
四
年
十
月
十
七
日
死
去
。
七
十
三
歳
。
名
は
純
。
字(

あ
ざ
な)

は
子
顕
。
別
号
に
晴
雪
楼
主
人
。
著
作
に
「
東
京
写
真
鏡
」
「
本
朝

虞
初
新
誌
」な
ど
。 

 

【通
釈
】梅
雨
時
に
雨
を
喜
ぶ
の
は
蝸
牛
だ
け
、
芭
蕉
の
葉
に
上
ろ
う
と
す
る
が
思
う
よ
う
に
ゆ
か
な
い
。
高
い
處
は
も
と
も
と
身
を
置
く
の
に
よ
い
場
所
で
は
な
い
の
で
、 

 
 

 
 

ゆ
っ
く
り
と
家
を
竹
の
籬
の
ほ
と
り
に
移
し
て
い
る
。 




